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アレルギーは、そのときの体調や接触量にも

左右されるので、採血だけで調べることはでき

ず、症状があって初めてアレルギーと言われる

ことを教えていただきました。 

 

アレルギーである食物の中で、発症しても自

然経過で食べることができるもの、食べること

ができないものに分けられることを教えていた

だきました。 

 

離乳食期の体験が多様な程、味覚の幅が広が

っていくとされているため、アレルギーである

食物の完全除去を長く行うと、体が敵だと思い、

味覚の形成も遅れるので食べなくなってしまう

ことを教えていただきました。 

 

 講演時間が急遽短くなりましたが、日々のア

レルギー業務で疑問に感じていることにも答え

てくださいました。 

 

講演終了後、学校給食における食物アレルギ

ー対応について各市町村の現状等を交流し、悩

みなどを共有することでき、とても有意義な研

修会となりました。 

 


